
減 災 ま ち づ く り 研 究 会 シ ン ポ ジ ウ ム  

減災まちづくり 
～これまで、これから～ 
日時：平成2 8年3月19日（土）13時30分～（受付1 3時～） 

場所：名古屋都市センター1 1階ホール 

仙台市における 
  東日本大震災からの復興の現状と課題 

 
仙台市復興事業局長 

鈴木 三津也 

第２部 成果報告 15時00分～15時50分 

第１部 基調講演 13時30分～14時45分 第３部 パネル討論 15時50分～17時15分 

 減災まちづくり研究会では、南海トラフ巨大地震などの巨大災
害の発生を見据え、被災後の復興までを視野に入れた広域・地区
のマルチスケールにおける減災まちづくりの取り組みについて、
検討してきました。 
 今回は、これまでの検討成果を報告させていただくとともに、
これからの減災まちづくりについて討論します。 

リニア、人口減少、南海トラフ巨大地震 
 を見据えた名古屋市のまちづくりと展望 
 

名古屋市副市長 

田宮 正道 

①ナゴヤ減災まちづくりビジョン 
名古屋都市センター調査課長 藤井 由佳 

 

②マルチスケールに対応したビジョンの検討ツール 
名古屋大学減災連携研究センター助教 倉田 和己 

 

③広域減災まちづくりビジョンの作成の視点 
名古屋大学減災連携研究センター准教授 廣井 悠 

 

④地区の減災まちづくりの展開 
名古屋工業大学教授 秀島 栄三 

 

⑤特定地区の検討 
名古屋都市センター調査研究アドバイザー 羽根田 英樹 

 

⑥広域的な減災まちづくりの展開 
名古屋都市センター研究主査 山田 惠一 

 
 

名古屋大学減災連携研究センター長・教授 
減災まちづくり研究会・委員長 

福和 伸夫 

パネリスト 

四日市市 
危機管理監 

山下 二三夫 

国土交通省 
中部地方整備局企画部長 

森山 誠二 

一般社団法人 
中部経済連合会 

 社会基盤部長 

 福村 隆宏 

名古屋市 
住宅都市局副局長 

服部 明彦 

仙台市復興事業局長 

鈴木 三津也 

名古屋工業大学 
教授 

秀島 栄三 
名古屋大学 

准教授 

廣井 悠 

豊田市 
社会部市民安全室長 

三宅 孝治 

お申込み・お問合せは裏面参照 

コーディネーター 

主催：減災まちづくり研究会 
  （ 名古屋都市センターが事務局を務め、 
    産官学民で構成する研究会 ） 



※お申込みいただいた個人情報は、本シンポジウムに係る事務以外に使用することはありません。 

FAX：052-678-2211 または E-mail：gensai@nui.or.jp 

ふ り が な 

氏 名 

ご所属 

ご連絡先 

ご住所 〒   － 
 
 
 
 
 
 
お電話 （   ）   －    

シンポジウム参加申込票 

会場 

お申込み 

名古屋都市センター11階 ホール 
 
名古屋市中区金山町一丁目1番1号 
金山南ビル内 

お申込先・：名古屋都市センター調査課 山田・野々垣 
お問合せ先 ＴＥＬ：０５２－６７８－２２１６（直通） 
 
お申込方法：ＦＡＸ または Ｅ－ｍａｉｌ 
      ・下記の参加申込票に記入の上、ＦＡＸいただくか、 
       同様の内容を記入の上、Ｅ－ｍａｉｌにてお申込み下さい。 
      ・定員超過などによるお断りが無ければ、当日受付にお越し下さい。 
 
定員   ：１２０名（参加費無料・先着順） 
 
締切   ：平成２８年３月１７日（木）まで 


